
一
体
三
身
即
一
回
土
不
一
寸
法
身
一
備
す
十
界
テ
矯
v
身

法
身
・
也
十
昇
テ
錦
ν
心
報
心
也
十
界
テ
錦
L
v
m
臆
身
品
十
界

J

外
無
ν
偽
悌
J

外
無
二
十
界
一
依
正
不
二
身
土
不
ニ
守

「
温
文
廿
七
壮
三
ウ
ベ
州
州
川
）

『
本
門
ノ
心
談
ニ
無
作
三
身
－
此
無
作
三
身
ト
者
偽
J

上
計
ュ
ナ

不
v
云
レ
之
森
羅
高
法
テ
自
受
用
身
J

自
体
頴
照
ト
談
P

也
』

ハ
御
義
下
四
干
一
一
一
左
」
削
引

共
れ
既
に
悌
陀
は
回
大
の
所
成
品
三
身
相
即
四
土
具
足

の
身
・
也
依
法
の
森
羅
高
象
亦
四
大
の
所
成
体
相
周
本
具
凶

土
具
足
の
富
体
也
偽
陀
仁
顕
本
あ
る
何
回
ゲ
依
法
に
頴
本
無

き
を
得
ん
や
。
故
仁
本
門
の
意
、
所
認
印
度
生
誕
世
成
道

入
十
入
蹴
の
備
の
嘗
位
氏
本
畳
無
作
の
異
相
を
談
ず
、
何

お
ソ
有
形
現
象
の
森
羅
嘗
位
に
顕
本
無
き
を
得
ん
や
。
松
竹

嘗
位
即
妙
事
々
無
擬
也
。
若
し
具
じ
云
は
ん
か
瀬
本
の
有

無
を
諭
す
る
備
未
多
嘗
家
の
質
義
に
あ
ら
ゆ
す
『
不
働
不
繕
』

な
り
銑
に
顕
本
す
べ
き
な
さ
也
今
は
顕
本
に
依
て
無
作
本

畏
を
了
知
す
る
も
の
仁
し
て
幾
分
赴
様
じ
属
す
。

鳴
呼
・
本

ιの
手
椀
じ
あ
ら
や
’
ん
ば
唯
人
が
之
を
能
〈
せ

λ
。
吾
人
幸
仁
値
ひ
難
き
妙
法
仁
遇
ひ
『
地
漏
に
あ
ら
ず

ん
ば
唱
へ
難
き
妙
法
』
を
朝
夕
口
仁
し
『
本
容
層
』
て
不

域
じ
徹
到
せ
る
、
誠
仁
長
夜
の
夢
忽
じ
梯
除
し
本
魔
の
悟

仁
坂
せ

ιも
の
か
、
是
を
事
の
顕
本
即
身
成
さ
奇
す
己
主

鎌
倉
殿
中
問
答
考

高

藤
田
高
肇

宗
門
教
義
研
究
の
一
他
面
じ
は
、
常
仁
史
的
考
究
の
離

す
可
か
ら
ぎ
る
は
云
ふ
を
待
た
今
、
然
れ
ざ
も
姐
滅
後
、

宗
門
数
理
史
上
に
顕
れ
た
る
問
答
の
如
き
、
之
を
達
意
的

仁
研
究
し
之
を
具
体
的
じ
述
作
せ
る
、
著
作
無
き
は
菩
人

の
大
に
怪
し
む
所
な
り
、
（
吋
崎
山
政
蹴
脇
佳
…
岬
側
一
均
一
時
一
均
一
日
刊
一
）

古
来
本
宗
は
第
四
期
文
書
宗
論
ぬ
代
に
限
ら
ず
、
租
滅
後

六
百
有
徐
年
問
、
宗
勢
一
盤
時
代
、
又
は
沈
表
時
代
及
多

小
の
揺
受
論
者
輩
出
せ
し
ご
配
も
、
兎
角
破
排
主
義
に
立

脚
せ
る
故
、
何
れ
の
時
代
仁
於
て
も
各
宗
憎
悪
の
的
た
り

き
、
従
て
彼
れ
此
の
絡
素
間
に
は
、
紛
騒
、
問
答
、
宗
論

等
屡
演
出
せ
ら
れ
き
、
某
質
否
は
暫
く
置
さ
我
は
筏
に
勝

て
り
』
ご
云
ひ
、
『
彼
は
我
に
伏
せ
り
』
ご
云
ひ
、
自
他
共

に
質
論
、
虚
論
、
上
げ
℃
数
ふ
可
か
ら
ず
、
此
仁
吾
人
の
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論
梯
ん
ご
す
る
題
材
「
鎌
倉
問
答
』
の
如
き
も
、
稿
を
草

す
る
も
、
抑
々
大
駒
山
歩
る
希
望
な
り
。
何
ご
挙
れ
ば
、
凡

そ
史
料
研
究
一
ド
は
豊
富
確
賞
な
る
材
料
ご
、
椿
級
争
る
、

建
設
的
頭
悩
ご
、
卓
越
せ
る
、
議
日
m
ご
鏡
利
老
練
な
る
史

眼
ご
を
有
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
ロ
ハ
、
徒
に
難
挫
争
各
禿
去

を
馳
せ

τ、
質
疑

eeu戸
市
露
せ
る
の
み
、
願
〈
ば
先
哲
、
諸

賢
、
忠
一
重
を
思
念
し
、
一
護
指
導
を
賜
へ
ば
、
救
喜
に
狂

せ
ん
。

頃
年
・
、
帰
省
の
瑚
「
鎌
倉
殿
中
一
一
一
ケ
度
問
答
記
』
ご
題

せ
る
古
寓
本
’
T
得
、
又
小
林
是
恭
師
の
「
・
鎌
倉
山
蹴
中
問
符

記
に
斌
て
』
と
題
せ
る
論
文
を
護
み
、
（
制
鯨
糊
）
更
に
頃
パ
ロ

了
義
法
舗
の
「
鎌
倉
殿
中
同
答
記
縁
略
注
』
主
題
せ
る
一

容
を
披
見
し
、
認
鈴
、
三
者
を
掛
照
し
て
護
み
去
り
、
護

み
来
・
0
し
所
、
更
じ
記
中
の
事
‘
買
に
疑
問
を
生
し
、
種
ι干

の
史
蹟
を
、
寺
求
め
し
も
、
そ
が
正
確
な
る
解
決
の
一
班

を
も
得
ぎ
り
さ
、
今
右
の
三
者
よ
り
得
た
る
、
数
例
の
疑

賠
ご
事
項
ご
を
、
提
出
し
以
て
先
哲
諸
賢
の
御
幸
一
不
を
仰

が
ん
。先

づ
論
題
に
入
る
仁
先
立
て
、
前
書
目
の
大
要
を
記
述

せ
ば
、
余
明
待
の
古
寓
本
は
一
，
鎌
倉
建
中
二
一
ヶ
度
判
答
記
』

さ
題
し
、
文
字
は
御
家
流
、
倭
文
に
で
鮮
か
争
る
筆
跡
な

れ
ざ
も
、
筆
者
の
名
無
く
、
文
章
の
結
構
は
談
議
体
に
て
、

著
者
も
無
〈
、
線
紙
数
五
十
六
紙
、
初
中
投
コ
一
甥
答
に
課

を
設
け
最
後
に
本
国
寺
開
運
大
黒
天
の
来
由
を
一
示
す
。
小

林
師
靖
持
の
零
本
は
、
表
紙
に
は
「
鎌
倉
殿
中
凋
，
答
」
「
弘

化

J
」
，
議
菊
月
明
詞
吉
辰
完
随
所
持
』
ご
、
巻
末
に
記
し

小
い
け
〈
「
上
穂
踊
小
西
檀
林
コ
ミ
、
紙
数
廿
三
、
意
蕗
第

一
に
、
江
戸
減
鴻
築
者
土
国
道
濯
じ
泣
・
を
起
し
、
以
て
幕

府
政
治
沿
性
質
を
一
言
し
、
進
」
自
ら
「
鎌
倉
市
明
中
問
答

の
意
義
及
び
其
由
来
を
示
せ
ち
ど
。
突
に
旗
本
は
『
鎌
倉

地
中
河
答
記
録
さ
題
し
、
記
録
者
は
一
一
一
位
借
都
妙
龍
院
け

静
上
入
、
和
丈
随
筆
体
、
線
紙
数
四
十
一
紙
、
一
冗
藤
元
年

乙
h
k
九
月
十
六
日
日
静
注
記
さ
あ
り
、
寛
保
元
年
開
版
也

（
時
酔
綾
田
3
叫
）
一
丸
了
義
建
師
の
著
述
は
『
鎌
倉
殿
中
問

答
記
録
翠
註
』
さ
題
乙
、
寛
保
一
冗
年
半
酉
孟
冬
良
目
覚
山

廿
入
世
了
港
線
師
の
開
版
に
て
一
港
、
急
時
一
件
一
当
性
、
）
是

れ
静
師
の
『
鎌
倉
殿
中
問
答
記
録
』
の
倭
文
を
翻
し
、
漢

文
ど
な
し
、
書
中
所
引
の
経
、
論
、
蒋
、
及
醤
喰
等
の
依
慮

【ごり



を
事
げ
注
せ
る
も
の
な
り
。

今
、
日
宗
新
議
所
載
の
論
文
を
主
旨
ご
し
、
二
三
の
異
貼

を
一
不
さ
ん
、

然
士
一
其
殿
中
－
－
於
T
他
宗
門
ト
吾
宗
円
前
代
未
聞
込
鳴
が
ナ
仲
間

答
被
マ
ァ
仰
付
↓
御
座
P

英
問
答
ノ
究
第
テ
具
ュ
記
録

2
4山
一
港

t
パ
名
付
テ
殿
中
問
答
記
ト
申
也
時
ュ
由
来
ヲ
尋
2
吾
組
弘
安

五
年
壬
午
自
ニ
御
入
減
一
今
年
文
保
ニ
戊
午
年
迄
舟
六
年
由
也

（
能
川
純
一
時
十
耕
一
側
一
芯
昭
一
時
限
）
先
け
其
J

事
，
興
ょ
如
ラ
パ
利
非
分
明
ナ

ラ
ズ
亦
信
ァ
生
ス
戸
事
疎
シ
然
ν
者
某
問
答
J

起
テ
存
ス
p

－
－
凡
高
組
大

菩
薩
任
期
J

大
旨
事
新

F
申－一不
ν
及
故
品
宗
門
究
者
常
々
御
丁

間
晶
一
五
々
（
館
山
山
刊
は
川
淵
間
十
一
蹴
掛
川
一
蹴
創
刊
一
…
路
一
個
ー
は
建
誠
一
軒
棚
郎
一
醐
）

暮
注
忽
尾
、
鏡
師
、
践
文
仁
は
‘
宗
姐
の
安
岡
論
献
上

並
蒙
古
侵
逼
を
論

ι、
而
日
『
高
組
著
ニ
十
一
通
J

書
寸
法
コ

遣
ρ

シ
テ
鎌
倉
殿
及
建
長
寺
等
J

之
蕗
夕
日
F
夫
v
私
J
5
P
ハ

邪
正
司
者
如
v
暗
中
ノ
錦
衣
不
ν
見
ニ
其
J

色
↓
澗
底
J

長

松

不
ν

遇
ハ
良
匠
お
？
願
グ
ハ
召
コ
集
諸
宗
イ
後
庭
J

劃
論
専
ヲ
所
守
ト
廊

幾
づ
』
一
ご

宗
姐
一
度
、
～
鶴
林
に
減
を
示
し
給
ふ
や
、
其
の
功
蹟
は

永
劫
仁
久
飴
外
務
悲
ご
流
れ
て
、
末
岱
昔
等
、
愚
痴
、
暗

鈍
の
子
を
薫
接
し
、
寂
売
の
薬
園
に
準
金
給
ふ
、
共
の
流

を
掬
せ
ら
る
〉
老
骨
骨
各
車
、
地
に
捜
し
て
法
鼓
愈
々
高
し

中
に
も
松
葉
グ
谷
の
朗
骨
、
法
陣
を
張
hJ
、
堂
A
T

擢
賓
二

殺
の
軍
を
起
し
、
破
邪
顕
正
の
法
期
を
立
て
、
獅
子
孔
の

発
昔
、
他
門
道
俗
の
耳
桑
を
か
す
め
、
迭
に
執
権
高
時
の

耳
に
入
る
、
叉
例
の
権
謀
術
数
の
好
手
を
廻
し
て
か
、
諸

宗
の
道
俗
訴
放
を
捧
け
て
臼
〈
日
蓮
ガ
所
ニ
宗
門

1
p邪
法

，
大
悪
法
也
其
故
ハ
破
v
他
自
ヲ
是
念
偽
ハ
無
関
耀
ρ

天
魔
其
外

諸
宗
無
得
道
ト
云
フ
・
也
誠
ュ
備
法
中
怨
J

外
道
ト
ハ
是
批
仰
キ
願
ハ

以
ニ
益
勢
↓
破
却
－
J

被
仰
付
一
候
様
奉
ニ
願
上
一
純
弘
文
（
是
の
訴

獄
絵
書
巳
な
L
V

執
権
高
時
、
頑
迷
無
道
に
し
℃
執
政
の
明
奇
く
、
好
俵

邪
智
の
俵
臣
府
民
蔓
り
、
議
者
交
々
起
り
、
天
下
累
卵
の

危
に
あ
b
ご
雌
も
、
夏
仁
顧
み
ず
、
酒
色
逸
楽
に
耽
り
、

何
等
の
策
を
譲
歩
る
な
し
故
に
諸
宗
の
府
信
邪
俗
、
慮
に

乗
じ
て
訴
般
を
捧
げ
、
迭
に
殿
中
筒
答
を
決
行
せ
し
む
る

に
至
れ
り
、
此
れ
を
〈
ニ
ヶ
年
仁
捗
ち
し
三
ケ
度
問
答
の

起
筒
ご
も
云
ふ
可
き
欺
幕
府
議
己
に
決
し
て
大
命
を
朗
容

じ
降
す
（
獄
一
城
跡
郎
山
一
話
一
一
献
一
獄
附
議
一
聞
い
れ
…
）
朗
曾
何
事

l27〕



な
ら
ん
芝
、
大
膳
大
尭
園
喜
殿
の
館
に
出
頭
し
け
れ
ば
、

日
〈
『
御
上
意
仁
て
来
る
廿
目
、
鎌
倉
中
の
借
侶
を
召
集

め
、
其
方
相
手
仁
、
法
の
邪
正
曲
直
、
問
答
錦
致
、
若
し

一
言
一
句
の
諜
だ
も
有
ら
ば
、
師
弟
共
仁
遠
島
は
勿
論
、

業
上
日
蓮
宗
（
肱
店
内
後
）
を
可
ニ
相
潰
一
』
（
尚
一
指
本
）
ご
厳
命

せ
し
か
ば
、
朗
骨
骨
臼
〈
「
此
度
の
上
命
貨
に
無
上
の
党
築

な
り
、
若
し
此
事
宗
祖
御
存
在
中
杏
b
せ
ば
、
如
何
仁
喜

悦
し
給
ひ
し
な
ら
ん
、
従

τ其
結
果
も
見
る
可
か
h

リ・しじ

暗
！
然
る
じ
滅
後
三
十
鈴
年
、
時
機
斯
に
至
り
、
塾
懐
忽

も
啓
り
た
り
、
雌
然
御
覧
の
如
〈
、
拙
信
は
七
句
を
越
ね

た
る
老
借
z

歯
も
散
り
、
一
音
も
通
じ
難
〈
、
書
見
等
甚
に

困
難
、
加
之
命
日
一
タ
に
迫
れ
り
、
天
下
の
恐
場
仁
一
於
て
ρ

苦
し
些
細
の
疎
漏
失
過
あ
ら
ん
か
、
通
じ
て
は
宗
門
を
辱

し
め
、
別
し
て
は
宗
祖
御
塾
徳
を
識
し
、
下
幾
多
の
信
者

を
註
惑
す
る
の
大
罪
を
犯

3
ん
が
、
師
資
共
仁
大
阿
鼻
獄

の
慈
市
民
遣
は
ん
、
量
ー
我
仁
弟
子
二
人
有
り
、
英
中
一
人

を
拙
慣
が
名
代
た
ら
し
め
給
へ
」
ど
、
入
港
殿
和
々
思
案

し

τ建
一
仁
朗
飾
の
申
献
金
許
乙
ぬ
、
此
れ
畢
寛
自
滅
を
招

《
因
由
な
ら
ん
Y
思
へ
ば
争
り
、
期
隼
蹄
庵
の
上
、
高
第

日
像
を
召
す
ご
雄
も
、
像
師
今
や
御
事
遣
を
奉
し
て
‘
洛

暢
弘
通
の
異
最
中
＋
守
れ
ば
、
早
速
臆
ず
る
能
は
ず
、
故
仁

使
者
を
越
後
民
馳
せ
て
、
目
印
上
人
を
迎
ふ
（
酬
一
円
一
糊
刊
誌
一

滋
碍
舘
野
炉
主
義
綜
抗
感
禁
）
印
師
命
を
拝
し

て
、
古
今
未
曾
有
の
職
場
仁
三
ケ
度
の
大
獅
子
孔
、
正
直

拾
権
の
妙
弓
仁
℃
、
纏
門
道
俗
を
蹴
伏
し
、
時
人
の
心
騰

を
寒
か
ら
し
め
た
h
y
o

己
上
は
問
答
の
起
因
及
び
、
開
戦
準
備
等
を
古
寓
本
仁

依
り
て
示
せ
る
者
仁
し
て
、
版
本
所
遁
は
、
是
等
の
前
提

金
〈
無
〈
、
二
者
共
に
問
答
往
復
の
記
録
の
み
に
し

τ、

総
論
な
く
結
論
争
し
、
然
れ
ざ
も
、
静
師
自
ら
嘗
時
記
録

の
正
確
事
る
を
記
し
て
、
日
く
『
日
静
固
よ
リ
雄
主
頑
愚
サ
リ

ト厩
J

時
ュ
待
v
側
－
一
問
答
親
ク
聞
ク
今
錦
v
札
ニ
明
主
ヵ
営
時
，
之

錯
謬
↓
且
鵡
川
備
す
後
世
J

之
亀
鑑
一
－
組
ナ
リ
註
～
一
記
ス
之
一
夏
非
＝
一

加
古
私
意
－
只
記
ラ
一
席
J

問
答
一
耳
』
（
略
注
十
二
右
）
叉

臼
く
「
今
所
ニ
記
録
一
雄
二
是
ν
疎
略
寸
ト
而
モ
矯
ν
縄
ヴ
ヵ
於
嘗

時
J

之
札
謬
↓
且
タ
錦
三
備
コ
ヵ
子
後
見

J

之
亀
鑑
一
一
不
ν
顧
ニ
頑

魯
－
則
性
誌
明
q
融和之
ν
不
移
一
一
時

a↓
組
ナ
リ
注
ニ
記
ス
之
己
（
略

注
骨
三
左
）
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叉
違
師
の
略
注
じ
は
‘
自
叙

ιて
臼
く
『
是
以
倭
漢
雑
嗣
コ
先
師
，
之
遺
跡
－
狼
E
－
補
弓
大
党
山
主
『
見
ヨ
期
J

勝
事
↓

続
Z
T不
v
成
ニ
文
藻
サ
余
難
民
不
宵
サ
；
忠
山
不
遜

J

相
官
寸
只
陣
コ
不
ν
堪
品
目
股
持
一
柳
馳
弓
禿
牽
↓
書
日
干
格
尾
古
文
』

テ
倭
宇
↓
錦
苛
漢
語
－
耳
不
2

敢
2
添
ニ
創
セ
本

J

之
義
趣
一
且
加
更
に
正
し
〈
問
答
所
論
の
大
要
を
遁
ぺ
、
前
書
の
記
録

ニ
略
注
J

便
つ
子
初
皐
－
』
文
又
港
尾
鋭
師
践
文
民
、
日
く
『
先
仁
付
、
異
同
を
比
較
掛
照
せ
ん
に
（
了
師
略
注
は
記
事
仁
異

師
日
謹
大
信
都
万
チ
翻
ニ
倭
字
－
以
錦
ニ
漢
語
－
加
ニ
注
脚
↓
余
獲
奇
げ
れ
ば
今
は
不
用
）

静

師

版

本

一

小

林

師

寓

本

一

寝

本

第

一

回

問

答

一

一

時

代

北

傑

高

時

執

櫨

文

保

成

午

二

年

十

二

月

サ

日

一

周

土

一

同

上

論
者
難
者
十
宗
坊
答
者
日
印
上
人
一
加
賀
阿
簡
梨
十
宗
坊
又
は
極
鶏
寺
十
宗
坊
一
加
賀
阿
閤
梨
鬼
神
十
宗
坊
及
ぴ
光
明
寺

壊
所
長
崎
入
選
闘
喜
の
館
ハ
先
師
は
鎌
倉
殿
中
さ
ず
一
鎌
倉
殿
中
一
殿
中
の
知
己

臨

場

一

人

物

凱

議

議

議

伊

勢

陸

棚

雄

一

不

明

寸

闘

拡

競

技

臥

時

計

錫

湾

決

議

衛

門

尉

♂

葛

山

大

郎

左

衛

門

尉

維

曾

繍

彦

次

郎

一

一

英

他

名

儒

珂

酬

率

宏

滞

才

智

の

博

事

者

三

百

餓

人

入

選

．

英

他

大

小

名

諸

士

宮

司

列

座

。

一

一

一

一

縁

者

安

藤

左

衛

門

尉

、

藤

内

左

衛

門

尉

速

記

者

不

明

一

向

上

一

捕

者

調

正

大

一

樹

、

強

飽

修

理

大

夫

ハ
静
師
は
第
二
第
三
よ
り
檀
徒
d
る

が

知

乙

〉

「

一

E
，

論
旨
的
白
恩
義
得
議
論
由
主
き
し
て
念
悌
鉱
山
間
論
石
関
上
一
ぷ
一
一
諜
耕
地
岡
一
例
鴨
川
刷
…
桜
山
判
制
球
1

総側一

一
つ
十
宗
坊
目
〈
訟
挙
題
目
抄
『
一
日
・
こ
、
七
千
禽
湿
な

y

i

ご
天
蔓
一
子
文
部
中
念
梯
稲
詩
文
の
曾
遁
百
4

噌
穏
れ
て
暇
ゐ
ら
ぽ
念
傍
ぜ
よ
L

削－

a漣
耳
他
会
一
三
、
川
隠

a
島
知
恵
元
年
巳
4
4
八

月

サ

三

日

印

師

所

用

登

域

の

途

「

綾

」

〈

v、
光
明
唱
す
関
天
童
一
一
一
大
都
中
時
制
前
無
得
遣
の
文

中
高
時
に
鵡

E
大

繕

太

夫

入

選

に

念

傍

無

関

の

理

一

企

金

作

如

何

白

店

主

主

す

’

企

金

鉄

「

但

乙

第

二

問

答

の

大

綾

太

夫

た

さ

ま

マ

所

》
E

章

一

離

の

替

や

伎

乙

に

磐

喰

た

引

く

〉

戸

賞

馬

貨

刀

、

第
二
回
問
答

続

（~9) 



金

敏

同

上

一
十
宗
務
巳
民
放
れ
て
鎌
倉
に
事
館
な
L
時
日
元
藤
元

一
年
八
朔
日
の
節
句
に
誇
大
名
登
減
祝
賀
の
節
に
傍
法

一
日
志
め
る
武
士
岳
、
以
て
間
態
d
u
Lむ
る
に
決
す

時

代

元

慮

一

万

年

九

月

四

日

元

総

元

年

八

月

二

十

三

日

一

同

上

論
者
咽
者
、
葛
山
六
郎
・
左
衛
門
尉
、
樽
曾
繍
彦
次
一
杖
繕
太
夫
入
選
．
桂
山
大
泉
左
衛
門
尉
、
長
崎
新
左
一
大
総
太
夫
入
選
、
葛
・
山
ム
ハ
郎
点
鶴
岡
吋
一
棒
守
一
望
b

’夫以

E
輝

門

慧

海

、

長

崎

新

左

衛

円

高

資

一

衛

門

等

一

入

選

長

時

四

郎

友

衛

門

一

子

新

左

衛

門

富

岡

資

場

所

製

橋

守

衛

門

入

選

、

之

館
f
先

陣

作

ニ

鎌

倉

殿

中

一

鎌

倉

殿

中

臨

場

人

物

謀

議

、

皇

室

太

夫

盤

、

丁

静

上

人

極

論

建

議

て

間

待

す

他

不

明

一

鉱

炉

明

会

弟

左

近

太

夫

盤

、

雲

妻

美

論

旨

時

一

締

法

滞

一

回

忌

一

点

地

均

一

一

鵬

一

四

世

紅

一

て

大

梼

太

夫

人

道

関

爾

前

経

由

盟

一

地

獄

の

理

由

日

刊

恥

一

服

似

ざ

る

所

以

及

骨

豪

円

い

て

天

蓋

の

疏

一

上

託

金

続

了

、

草

山

間

日

同

上

3
・
葛
山
間
同
日
璽
則
一
服
病
奥
梁
は
貨
の
笠
台
北
京
’
一
、
第
二
塁
蕗
ふ
ろ
や
大
繕
太
夫
印
一
婦
に
血
回
て
日
〈
一
戸
、
崎
容
H

一
欄
間
日
間
上

げ

や

如

何

つ

亦

霊

ね

て

皐

館

を

召

L
集
め
法
門
問
答
可
ニ
申
笠
ニ
、
新
左
衛
門
間
日
同
上

吋
、
凶
時
曾
掬
開
法
華
の
妙
休
も
輝
の
妙
体
ハ
第
一
義
一
ご
さ
印
師
答
日
く
♂
疋
よ
随
分
隼
館
硲
御
吟
味
被
v
一

X
諦
）
も
同
C
理

由

如

何

一

足

問

答

被

ニ

仰

一

付

－

可

ν
然

意
ν
官
官
候
何
時
な
り
さ
も
一
随
自
阻
他
の
意
か
以
て
傍
一
代
事
敬
語
句
し
法
華
最

仏
、
、
長
時
間
日
妙
法
五
字
は
心
内
外
何
れ
ぞ
や
一
罷
出
問
答
致
可
乙
」
さ
挨
拶
す
一
勝
た
カ
院
す

、一
γ
執

事

入

選

印

師

の

樹

勢

捷

疾

げ

い

心

臓

発

慣

而

笑

一

巳

下

記

事

全

焼

一

同

上

記

事

f
e

、，
A

－

－

一

一

巳

下

金

鉄

九

月

五

日

高

時

さ

棒

雷

鳴

輝

門

吉

昨

日

問

答

評

寸

一

．

同
H
六
日
殿
中
に
椋
陣
門
、
官
栂
山
及
高
時
の
関
に
先
一

日
問
答
評
あ
り
後
乃
議
メ
召
山
名
越
谷
J

伊
羅
謙
一

律
師
道
日
－
立
河
九
郎
チ
錫
い
候
所
ニ
準
日
－
m
所一

居
右
中
嬰
）
皆
道
日
赴
二
武
蔵
”
不
レ
在
ニ
其
居
一
一
一

九
月
八
日
師
郎
委
ニ
執
事
館
－
今
回
由
ニ
政
務

J

之
繁
一
一

而
無
二
謁
見
↓
時
太
夫
締
監
殿
遺
ニ
使
二
人
4

二

人
新
左
衛
門
高
資
一
人
某
楽
関
日
去
四
日
開
堂

(30〕



勝
実
如
何
ハ
小
椋
師
は
初
よ
り
三
人
に
て
印
師
岬
4

噌
訪

ふ
さ
）

九
月
十
日
日
印
参
ニ
執
事
J

館
－
守
殿
及
崎
将
監
政
巳
下

請
大
名
列
座
ス
文
繕
太
夫
入
道
監
飽
中
務
即
安
レ
言
日

如
u
m
所
立
者
一
肉
品
拾
ニ
鈴
鐙
↓
乎
ノ
質
問
一
い
答
ふ
、

第
三
国
問
答

時
日
元
隠
元
年
九
月
十
五
日

論
者
問
者
伊
羅
譲
律
師
道
日

場
所
鎌
倉
田
眠
中

答
者

侍
者

記
者

日
印
よ
人

知
民
坊
律
師
日
常
号
、
越
後
会
日
了

三
位
信
郡
日
静

相
模
守
、
左
近
太
夫
締
監
、
長
崎
新

臨
場
人
物

左
衛
門
舎
鶏
四
郎
左
衛
門
、
大
結
晶
A

夫
入
道
、
潮
岬
正
大
弼
‘
木
工
頭
監
飽
修
理
、
安

東
藤
内
左
衛
門
棒
曾
禰
彦
次
郎
入
道
等
外
司
侯

大
名
諸
士
百
司

論
同
日
一
、
者
俊
二
離
す
何
v
p
詮
線
一
但
タ
信
一
J
T
飴
怒

絵描
W
A
Y

而
不
v
億
二
法
華
経
一
者
定
テ
是
随
土
獄
J

業
因

二
、
者
総
深
法
中
宗
教
利
審
査
－
－
非
同
ャ
静
守
一
総
経
J

得
議
－
耶

＝
一
、
者
怠
般
正
見
法
ク
部
見
ノ
問
答

同

よ

部
古
屋
の
伊
羅
護
律
師
遵
日
吉
云
ふ

周

上

同

上

侍

者

会

銃

静
幅
削
は
第
ご
問
答
よ
り
随
従

d
sが
如
し

同同 不

明

同

上上上

同

よ

名
越
ヶ
谷
伊
国
融
護
律
師
道
日
大
問
調
梨

同

上

同

上

巳

下

全

焼

相
撲
守
高
時
公
、
向
左
近
大
受
粉
濫
卒
車
借
家
公
、
大

絡
太
夫
人
道
、
宮
崎
山
大
郎
左
衛
門
楕
曾
繍
彦
次
昭
入

選
、
長
時
四
郎
左
衛
門
尉
、
同
新
左
衛
円
高
資
外
務

大
名
一
一
統

同

上上

周

Cl I〕
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三
書
問
答
記
録
同
異
大
略
如
是
、
然
る
に
、
静
師
問
答

記
に
臼
〈
『
共
J

夜
（
十
五
日
）
相
模
守
殿
語
ヨ
樟
曾
捕
蹄
門

一
白
タ
道
日
不
レ
堪
〉
艶
揚
一
一
亦
堕
負

t
実
猶
？
募
弓
皐
匠
↓
重
ァ

逐
詰
問
答
イ
誰
ν
ヵ
堪
五
つ
器
一
時
品
有
3

衆
議
－
遺
一
J

使
ラ
葛
西
谷

長老一一
k
m
w
即
チ
命
久
奥
ニ
法
華
宗
一
可
詰
剖
諭
↓
之
旨
7

長

老

齢

届
E

A

u

q

T

F

退
シ
乃
チ
指
一
づ
俳
人
↓
日
夕
訴
口
智
通
坊
最
モ
可
ν
然
ザ
失
困
テ
岡
F

十
六
日
ロ
棒
曾
爾
奉
ω
命
予
期
吋
一
往
コ
名
越
式
識
ヵ
谷
智
通
坊
舟
所

一一彼
J

借
ノ
日
夕
久
F

巳
ュ
藤
準
セ
リ
臨
時
抗
可
抗
依
命
難
山
駅
経
コ
数
十

日
↓
盈
一
致
稽
古
シ
而
後
－
－
臆
山
塞
ス
』
一
百
々
而
し
て
記
録
者
を
定

め
、
其
の
記
録
を
叡
岳
三
井
に
迭
・
9
、
勝
負
決
せ
す
ん
ば

夏
仁
、
唐
土
乃
至
天
並
一
に
問
訊
し
て
、
英
勝
敗
を
決
せ
ん

ご
一
五
ひ
し
が
、
遂
に
此
の
催
す
か
り
き
。
（
卓
会
見
）

論
相
承
奥
付
婦
関
係
承

前

高
一
、

佐

秀

温

藤

地

本

論

第

一

章

特
υ

濁

第
一
節
塔
中
別
付
帰

大
事
蒋
迦
牟
尼
偽
は
調
機
入
賞
の
錦
め
に
、
従
洩
至
深

し
τ

J設
法
教
化
す
、
之
に
依
り
て
衆
生
の
昔
情
頓
に
蕩

除
さ
れ
、
皆
悉
く
一
悌
乗
の
機
ご
な
b
ぬ
。
設
に
於
て
か

偽
陀
本
懐
自
証
の
奥
義
奥
底
を
展
開
す
ぺ
き
、
警
鐘
の
党

一
音
は
、
霊
鷲
山
仁
響
け
り
。
此
れ
他
な
ら
今
、
法
華
の
聞

編
也
。
而
も
偽
陀
の
慈
悲
救
済
は
、
唯
に
在
世
の
衆
の
み

仁
非
ず
、
建
〈
滅
後
未
来
際
ま
で
の
、
重
病
な
る
一
切
衆

生
を
是
を
投
じ
て
逼
〈
救
は
ん
ご
欲
し
堂
々
た
る
曾
無
過

上
の
儀
式
を
整
へ
、
以
っ
て
地
痛
の
本
審
属
を
ば
、
召
集

し
大
法
を
付
蝿
せ
ら
る
。

附
鴎
二
様
ご
な
h
y
、
一
は
塔
中
別
付
婦
、
一
は
塔
外
線

付
嘱
畠
，
業
の
付
嘱
の
儀
相
を
云
は
立
、
法
師
、
賓
搭
仁

事
起
bJ
、
漏
出
書
量
に
事
顕
れ
、
神
力
嘱
累
仁
一
事
寛
る
晶
、

即
も

『
唯
能
於
此
婆
婆
圃
土
庚
設
妙
法
蓮
華
経
偽
欲
以
比
妙
法

華
経
付
蝿
有
在
』
の
文
に
依
り
て
事
起
b
o

『
若
蕗
我
等
於
偽
滅
後
在
此
婆
婆
世
界
勤
加
精
進
護
持
論

諦
書
寓
供
隷
是
経
典
者
嘗
於
此
土
而
康
設
之
亦
爾
時
偽
告

諸
菩
薩
摩
阿
薩
来
止
善
男
子
不
須
設
等
護
持
此
経
乃
至
是
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